
Ⅵ 横 浜 町 有 畑 沖 の ホ タテ ガ イ調 査

菅野 滞記 ･ 苫米地昭一

は じ め に

横浜町漁業協同組合では第 1図に示 したA域 (_1,000× 1,000Tn.･･.･･･10Oka) およびB域 (2･500

×3,000m･･･ ･･･750ka)に各々300万個､ 6.000万個の 45年産ホクテガイ稚月を放流したo

A域は昭和 46年 3月Vt､B域は昭和 45年 12月に実施した○

今回これら海域での成長状況 と自然発生月の割合はどの程匿の数量かについての調査依頼を組合よb

受けて本調査を実施 した｡

調 査 方 法

o調査時期 ;昭和 47年 3月 6日

o調査場所 ;第 1図に示 したA域 1点､B域 4点

○調査項目 ;

(1) 分布量､分布密変

ナマコ桁網開口1.8mを毎分 50仇の速慶で 2- 4分間曳網 し､桁網の漁獲効率を 15%として

計算 したo

f2) 自然月と放流貝の比率

人絹したホクテガイの移殖時の障害輪の有無に よって自然月 と放流貝の区別をした○

(3) 成 長 状 況

人絹 したホクテガイの20- 30個をとりだL殻長､全重量､軟体部重量､放流時の大きさを測

定 した○

(4) フクロムシの付着状況を調査した｡

調査結 果 と考察

(1) 分布状況と分布密定

ホクテガイの分布状況は第 1表のとお .りであった｡組合の資料から計算した平均放流密変はA .ち

で各々3､8個/m2である｡ じっさV,の曳網結果ではA域では 2.3個/m2と計算値に近かったが､B

域では 1.6-.12.3個/m2とば らつきを示 し調査点 3での分布密変が高かった｡自然貝と放流月を合

わせると調査点3､ 2､1が高 く水深 14- 16m以浅に自然月が多かった｡分布範囲を約 6OOka

とするとおおよそ 7,500万個の自然月が分布していると推定できたo
(異常発生したホクテガイ調査の項参照)

♯ 青森県水産業改良普及員 (野辺地町駐在)
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第 1図 放流場所と調査点図第 1表 曳網によるホクテガイ採捕状況 (上段 ;生月

､下段 ;死月) 一 一一一一調査区域 調査点 水深(m) 曳網 曳網 採捕 ホクテガイ 自然月 へ レヽ 1㌦ 当_りの分布数 フクロムシ′時間(分) 面積(m2) 敬 (個) の割合(%) 死 率(%) (価) の寄生率

(%)自然月 放流月 自然月 放流月 合 計B 1 16 4

580 6012 5251 65 5 ll.2 6.0 17.2

202 14 2 180 5606 420 95 2 20.9 1

.6 22.5 253 14 5 270 7147 496

6 59 1 17.8 12.5 50.1 204 19 5 270 70
lob5 6 5 0.2 2.7 2.9 5A 5 27 5 270 00 7025 0 28 0 2.5 2.5 5

(2) 自然月 と

放流月の割合第 1表に示 したように自然月は調査点 1､.2､ 3で 59- 93%と高 く調査点

4では6% ､調査点5では 0% であった｡水深 20m以深には 自然月はみられ充かった○(3

)成長状況各調査点の成長状況を第 2表に､代表的充 3点の穀長組成および重量組成を第 2､ 3図に示 した○調査

点 3における放流月と自然月をくらべると明らかに放流月の成長が よく放流貝では平均穀長8.2cm､平均重量 59gに対 して自然月では 7.9C7n､ 51gであった｡同じ放流月でも分布暫定の
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簸 長第 2図 穀長組成
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第3図全葺量組成

夜お-､い死率は,沿岸部では低く､
調査点5では26%と高く充ってV,た○

(4)フクロムシの付着状況

フクロム シの付着状況は第1表のように測定個数のうち5-25
%に付着がみられ
､1
個のホクテ

ガイに対す るフクロムシの付着個数は1-2個と少夜いが分布密変の高い海域 では20-25
%の付

着率を示してをり今後の漁場管理の上 で一つの間預と浸ろう｡

_
第2表ホクテガイの成長(上段;放流月､下
段;自然貝)
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